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文化財の宝庫・小浜市・若狭町

2市町で420近くの指定文化財所有



小浜市の指定・登録文化財
236件(H23.４現在)

• 建造物、仏像、絵画等
の有形文化財

• 町並み等の伝建群
• 祭り、神事、伝統芸能
等の無形民俗文化財

• 古墳、城跡、墓所等の
史跡

• 庭園等の名勝、群生林
等の天然記念物



歴史文化基本構想とは？歴史文化基本構想とは？
地域全体を歴史・文化の視点で見る

(地域の歴史を学ぶ・知る)

地域の文化財を核として捉える

(地域で重要・シンボル的な文化財は何か)

地域づくりのための歴史文化の

基本的な保存・活用法を考える

(地域の歴史文化を活かしたまちづくり)



11 盛岡市盛岡市 岩手県岩手県

22 北秋田市北秋田市 秋田県秋田県

33 三島町三島町 福島県福島県

44 足利市足利市 栃木県栃木県

55 日の出町日の出町 東京都東京都

66 上越市上越市

新潟県新潟県
77 佐渡市佐渡市

88 高岡市高岡市 富山県富山県

99 加賀市加賀市 石川県石川県

1010 韮崎市韮崎市 山梨県山梨県

歴史文化基本構想策定モデル地区
(応募58件中)



1111 高山市高山市 岐阜県岐阜県

1212 高砂市高砂市

兵庫県兵庫県
1313 篠山市篠山市

1414 津和野町津和野町 島根県島根県

1515 尾道市尾道市 広島県広島県

1616 太宰府市太宰府市 福岡県福岡県

1717 南城市南城市 沖縄県沖縄県

1818 小浜市・若狭町

（相互に関連性のある市町村）

福井県福井県

1919 日南市(旧日南市・南郷町・北郷町)

（相互に関連性のある市町村）

宮崎県宮崎県

2020 宇検村・伊仙町・奄美市

（相互に関連性のある市町村）

鹿児島県鹿児島県



基本構想で考える内容とは？基本構想で考える内容とは？

１ 今までの文化財調査で見直しや不足

２ 文化財の適切な管理

３ 今後の文化財の修理

４ 文化財の保存環境を整える施設

５ 文化財の周辺環境の保全

６ 文化財の防災体制

７ 文化財の活用

８ 文化財の普及・啓発



文化財調査の見直しや不足

• 過去の歴史資料関係調査報告書
• 小浜市の歴史と文化を守る市民の
会会員による民俗行事と食の調査

未指定文化財候補として追加未指定文化財候補として追加



【未指定文化財群】

[例]
伝建群…

今宮の町並み

史跡･･･

丸山城址古墳

無形民俗･･･

地蔵盆

天然記念物･･･

百合ヶ岳のブナ林



文化財の適切な管理文化財の適切な管理

文化財に扱いにくい

人物・食文化

・伝統産業

リスト化にし、指定
が推進できるように



人物・食文化・伝統産業

杉田玄白

若狭カレイ

若狭めのう

鯖のへしこ

若狭塗



今後の文化財の修理

• 災害等で修理が必要な時
に記録がない。

• 修理できる職人がいない。

• 文化財記録保存の推進
• 修理技術の保存と育成



文化財の保存環境を整える施設

食文化館・・・
御食国の歴史、食、伝統技術

縄文博物館･･･
人間と自然の共生、循環

歴史文化館･･･
半島との関係史跡出土品

ふるさと文化財の

森センター･･･
建造物資材の技術・確保



該当施設一覧
テーマ 開館年 入館料

国
自然景観
・活動

1984(S59) ―

歴史・民俗 1982(S57)
大人100
小人無料

自然景観
・活動

1999(H11) 無料

小浜西組 1997(H9) 無料

小浜西組 2003(H15) 無料

鯖街道 1999(H11) 無料

食文化・
伝統産業

2003(H15)  無料

伝統産業 2006(H18) 無料

伝統産業 1998(H10) 無料

偉人顕彰 2007(H19)
大人300

大学・
高校200

歴史・民俗 1998(H10) 無料

縄文 2000(H12)
大人500
小人200

偉人顕彰 2010(Ｈ22) 無料

梅 1995(H7) 無料

熊川宿 1997(H9) 大人200

熊川宿 1998(H10) 大人100

熊川宿 2003(H15) 大人50

鯖街道 1999(H11) 無料

古墳 2007(H19) 無料
北川流域周辺に若狭の首長墓古墳が集中するが、その出土品は渡来系のものが多い。御食国若狭や日
本の古代を語るに不可欠の資料として、公開展示している。

名勝三方五湖周辺の「縄文のタイムカプセル」と称される鳥浜貝塚の出土品を中心に、縄文時代の遺物と
合わせて、自然との共生循環をメッセージ発信している。

若狭と京をつなぐ中継拠点として栄えた熊川宿と鯖街道の歴史や民俗を資料や写真で紹介する。建物
は、昭和15年築の熊川村役場を活用している。

幕末に建てられた熊川を代表する逸見家を、土蔵と庭と合わせて一体的に公開している。内部について
は、現代性を加味した改修がなされ、現在は民泊施設でもある。

伝統的な町家のモデルケースとして修理再生した施設。町家の特徴を活かした建物の工夫が見られ、地
元の保存団体による企画展等開催により、地元や来訪者との交流拠点となっている。

空き店舗を活用して、鯖街道の起点を切り口に商店街の魅力向上を図るために造られた施設。鯖街道に
関する資料を展示し、街道起点であるいづみ町のPRに努めている。

伝統的建造物群の特性を活かした地域の活性化と環境に調和したまちづくりを進めるために修理再生した
施設。DVDによる御食国若狭おばまのPR放映や地場産の食事を楽しむことができる。

施設の名称 目　　　　　的

海浜自然センター
人と自然との共生をめざすための体験施設。海を素材とした体験を中心とし、磯・野鳥・プランクトン観察や
海藻を利用した押し葉づくり等が楽しめる。

小浜町並み保存資料館

鯖街道資料館

市内および全国所在の文化財建造物を維持するために必要な資材確保や普及啓発活動を推進するため
に整備した施設。檜皮や茅等の植物性資材の栽培や茅刈りの体験型講習会を開催している。

全国の約8割のシェアを占める伝統産業の若狭塗箸を全国に情報発信するために若狭箸工業協同組合が
整備した施設。館内には約3,000点の箸の展示や箸の研ぎ出しも体験できる。

熊川番所

若狭鯖街道熊川宿資料館
(宿場館)

佐久間記念交流会館
明治43年4月15日に潜水艇の演習中、山口県新湊沖の瀬戸内海で殉難した、佐久間勉艇長の遺徳を顕
彰するための施設。身に着けていた衣類や懐中時計、墨蹟などを展示している。

お水送り開催会場、お水送りの歴史・行事記録を保存し、観光客等にＰＲするための施設。お水送り行事
や観光ビデオの放映、お水送りに関するパネルや和紙人形、行者講の本尊も展示している。

若狭三方梅の里会館
生梅や梅の加工品を展示販売したり、梅大福や梅ジュースの手作り体験を行なわせる施設。歴史につい
ては、パンフレットなどで紹介している。

番所であった建物を改修して長年、民家として住まわれていたが、全解体し番所として復原した。全国の伝
建地区に唯一残る熊川の番所として公開している。

若狭町歴史文化館

県

小浜市

鵜の瀬公園資料館

若狭歴史民俗資料館

町並みと食の館

御食国若狭おばま食文化館

旧逸見勘兵衛家住宅

若狭町

若狭三方縄文博物館

道の駅　若狭熊川宿
四季彩館資料展示室

道の駅に併設された土蔵風の建物。なかには、衛星写真や街道の写真パネルにより、鯖街道を紹介して
いる施設。年間40万人もの観光客が訪れる。

(独）国立 若狭湾青少年自
然の家

若狭の自然地形を活かした場所に建設された社会教育施設。自然の中で青少年が海浜・海洋活動あるい
は自然探求・観察活動を通して、精神および身体を育むことを目的としている。

山川登美子記念館
「恋衣」等で知られる小浜市出身の明治の歌人、山川登美子の生家を記念館として公開した施設。登美子
の身の回りにあった品々や歌稿等様々な品を展示、「終焉の間」等を公開している。

ふるさと文化財の森センター

箸のふるさと館

若狭地方の歴史・民俗・文化等の資料を調査・収集し、資料やパネルにより展示・公開する施設。また、郷
土史講座等の開催を通じて、研究成果の普及・啓発に努めている。

食の歴史と食材を重点に置き、市が取り組む食のまちづくりの拠点として整備した施設。食文化を支える若
狭塗箸等の伝統工芸の体験ができる。



文化財の周辺環境の保全

景観計画策定と
実施

計画策定･･･平成18年度

計画実施･･･平成22年度
田烏の棚田



文化財の防災体制と活用

・文化財災害危険マップ作成

・地域防災システム整備

・文化財防災計画策定

・文化財活用計画策定

・国内外交流(観光)計画策定



文化財の普及・啓発

・歴史文化基本構想の概要版作成・配布

・歴史文化基本構想の出前講座

・(仮称)文化財情報センターの設立

各活動の集約・情報開示必要各活動の集約・情報開示必要



小浜市・若狭町の計画テーマ

自然とともに生き
続ける
文化と景観

海と都を
結ぶ

文化の交流

食と民俗を
育んだ
まち・むら

食

食

食

民俗

民俗

民俗

御食国若狭の

継承、

そして発展

御食国若狭の

継承、

そして発展

-若狭の文化
食にあり-

自然に
囲まれた
安定社会

海に面して
開かれた
交流

歴史文化形成
の基礎

展開

計画テーマ



関連文化財群の体系図



食と民俗の体系図

人と自然の
たゆまぬ共生

御食国若狭の
成立

神仏習合の
社寺と暮らし

京へつながる
鯖街道

海に開かれた
小浜城下町

採集と漁撈

・狩猟・採集時代の痕跡
【鳥浜貝塚・丸木舟など】

・農業のはじまり
【三生野遺跡、田舟・梯子など】

民俗文化形成以前
・民俗の基礎を構成するが、ま
だ民俗行事としての確認は難
しい。

都への食の貢進

・朝廷への御贄・調
【海産物、塩、米、ナレズシ】
・製塩遺跡・木簡等
・御食国の基礎の成立

都からの食文化の伝播
・京の禅文化による精進料理
【味噌､醤､豆腐､納豆､麩など】

・社寺芸能と食文化の結合
【貢物、魚介類、どぶろく、饅頭､
餅など】

京との食の交流

・独自の特産物の評価の定着
【若狭物、へしこ、葛など】

・食文化の地域への波及
・往来を通じた地域への広がり

食文化の発達

・城下町・湊町の食文化の発達
【料亭料理､茶の湯､和菓子な
ど】
・まち・里を担い、現代につなが
る食文化の多様な展開

民俗文化の形成
・古墳祭祀
・集落の発達で、生活習慣がうか
がえるようになる
【木簡、日本書紀、万葉集などか
ら類推】
・山の神にまつわる祭祀と行事

社寺を中心とした
行事・芸能の発達

・社寺芸能とともに､まち･里と結
びついた民俗が展開する

【王の舞､お水送り､流鏑馬、猿
楽能など】

京からの民俗の伝播
・京を起源とする多くの民俗芸能
が、まち・里に伝播する
【和久里壬生狂言、祇園祭り、六
斎念仏、てっせん踊り、松上げ
など】

民俗行事・芸能の多様な展開
・まち・里で多様な民俗が展開し、
洗練される
【神輿渡御、獅子舞､棒振太鼓田
の神祭り、廻り地蔵など】

わかさの文化遺産
（関連文化財群）

食文化 民俗



民俗文化の分布図



内      容 季節 料理・キーワード

小浜に春の訪れを告げるいさざ。別名「シロウオ」とも呼ばれる。体長約4セ
ンチ。半透明で黒い斑点が透けて美しい。産卵のために南川などに遡る。漁
期は3月から4月半ば。

春

踊り食い。卵とじ。吸い物。
びっくり鍋。
「春の風物詩」

内外海半島の海岸沿いに天日干しされるワカメは春の風物詩。汐の香りと
フワッとした柔らかさが絶品。

春

ふりかけ。汁物。若竹煮。
「春の風物詩」

若狭を代表するサバには春と秋の2つの漁期がある。産卵前の春と、冬を迎
える前の秋に脂がのる。京都をはじめ各地の食卓で珍重される。

春・秋

しめさば。鯖寿司。へしこ。
ナレズシ。浜焼き鯖。
 「鯖街道」

産卵期を前にした秋から初冬のカレイは身が透き通り脂もたっぷりのる。江
戸時代の「山海名産図会」にも若狭鰈として描かれ、京都においても珍重さ
れていた。現在でも皇室献上品となっている。

秋・冬

一夜干。
「若狭もの」

「若狭グジ」という名称は関西地方で使われ、正式名はアマダイ。若狭もの
として京都では特に珍重される。

秋・冬

若狭焼。かぶら蒸し。酒蒸し。
昆布じめ。
「若狭もの」

若狭では「こぐり」「いとまき」ともいう。薄造りはフグのような美味しさで、脂
ののったキモをといたタレで食べる。醤油とみりんでつけた一夜干も食され
る。

秋・冬

若狭の冬の味覚の王様。荒波にもまれて育ったフグは身が引き締まり旨み
が凝縮。平成10年に若狭小浜とらふぐ王国の開国を宣言し、冬の観光のメ
イン料理として位置付けている。

冬

てっさ。てっちり。焼ふぐ。
唐揚げなど。

フグとならぶ冬の味覚の王様。雌のコッペガニ（セイコガニ）は一般の家庭で
も親しまれる冬の味覚。

冬

ゆでガニ。かにすき鍋など。

夏場の「岩ガキ」も有名であるが、小浜湾で養殖された品質のよさが定評の
若狭ガキは冬の定番。

冬

蒸しガキ。鍋物。フライなど。

若狭名産「小鯛のささ漬け」の材料となるのが、体長5センチから7センチの
レンコダイ。初冬の頃に一番脂がのりおいしくなる。「山海名産図会」にも若
狭小鯛として載る。

冬

ささ漬け。
「若狭もの」

若狭の人々はナマコ好き。冬のナマコは最も味がよく「冬至ナマコ」という言
葉もある。

冬

ナマコ酢。くちこ。

えぐ味が少なく香り高いことで人気。名産の若狭ワカメといっしょに煮て、木
の芽をちらした若竹煮は春の食。

春

若竹煮。天ぷら。
「海の幸と融合」

若狭梅は種が小さく皮は薄く果肉は厚い。梅酒に適した「剣先」。梅干に適
した「紅映」「新平太夫」などを生産。

春

梅干。梅酒。

柔らかさと瑞々しさで人気。畑ではなく田んぼで栽培され、「若狭ナス」という
ブランドで関西方面へ出荷

夏・秋

若狭キャベツには伝統があり、特に雪中甘藍は関西で珍重されてきた。現
在は秋どりが主流。

秋・冬

曲がりが特徴の伝統野菜。白根の部分が長く柔らかくて甘味が強い。古く
から市内の谷田部区で生産されているが、他集落で栽培しても同じ味には
育たない。

冬

鯖のぬた。
「海の幸と融合」

勢浜大根は辛み大根の一種。さっぱりとした口当たりとツンとした辛みが食
欲を増進。ソバ、焼き魚、卵焼きなどの薬味に使われる。

冬

食      材

いさざ

サバ

若狭ワカメ

加斗のタケノコ

若狭カレイ

若狭グジ

トラフグ

カニ

勢浜大根

ナマコ

カワハギ

若狭梅

夏秋ナス

若狭甘藍

谷田部ネギ

若狭カキ

レンコダイ

内            容

レンコダイの旨みを凝縮した若狭の特産品。レンコダイを三枚におろし二杯
酢で締め、笹の葉とともに杉の小樽に詰めたもの。若狭小鯛は江戸時代の
「山海名産図絵」にもあり、大量に漁獲された小鯛を日持ちするように発明さ
れた。近年はきす、さよりなど旬の魚でも加工される。

若狭を代表するサバのおいしさを堪能できる。新鮮で肉厚のサバを使い、厳
選された寿司飯と、若狭の特産品である白板昆布を乗せて仕上げる。京都
葵祭の食としても欠かすことができない。

レンコダイの旨みを凝縮したささ漬けをふんだんに使った押し寿司。

寒流と暖流がぶつかる若狭湾で獲れる小魚や雑魚は種類も多く味も高級
魚と変わらない。うす塩や醤油づけなど素朴な味わい。江戸時代の鯖街道
の上荷では、四十物の量が多い。

豊かな食は、豊かな水から育まれる。名水の多い小浜では、古くから酒づく
りも盛んであった。

小浜産の大豆を用い、塩分を控えてじっくり熟成させた米こうじ味噌。味わい
の「つぶタイプ」と香り高い「つぶタイプ」がある。

種が小さく、皮が薄く、果肉が厚いのが特徴。高品質な梅を昔ながらの製法
でしそ漬け、土用干ししたもの。

獲れたてのサバを身がくずれないように串に刺し、炭火で焼き上げる浜焼き
鯖。生姜醤油で食し、若狭の祭礼、祝い事には欠かせない食。足の速い大
量にとれた鯖の加工品。

ワカメ干しは春の小浜湾岸の風物詩。かるくあぶって揉んでさまざまな食材
にふりかける。

若狭の海の幸の代表であるサバの保存食として古くから海辺の村々で造ら
れる。産卵前の春サバに塩をまぶし、ぬか床に半年以上漬け込む。酒の
肴、ごはんのおかず、お茶漬けに使われる。

サバのへしこを気出し（塩抜き）し、1～2週間ご飯と糀を混ぜて発酵させる。
若狭の正月や祭りの膳には欠かせない。

とれたてのいさざを、そのままわさび醤油、またはポン酢で踊り食いする。

若狭の甘鯛は「若狭グジ」と呼ばれ、関西地方で珍重される高級魚。「甘鯛
の若狭焼」は京料理を代表する逸品。江戸時代の書物には鼻折鯛として登
場。

小浜では酢みそ和えを「ぬた」と呼ぶ。その代表がサバのぬた。特産品の
サバと谷田部ネギのコラボレーション。

江戸時代から小浜みやげとして珍重されてきた。酒の香りと控え目な餡の
甘さの上品な味わい。

甘さ控え目のこし餡を若狭特産の葛でつつんだ涼味。

冬の定番のお菓子。若狭を離れてでっち奉公する子供にみやげとしてもた
せたなど諸説あり。

とちは不老長寿の実といわれ、山間部では秋に採取し丁寧にあく抜きをした
とちでもちを搗く。

「城下町」

「城下町」

「山村文化」

「季節景観」                  「城下町」

「若狭もの」

「鯖街道」

「城下町」酒まんじゅう

くずまんじゅう

「若狭もの」                    「鯖街道」

「漁村文化」                  「季節景観」

「御食国」                    「鯖街道」

「御食国」                    「鯖街道」

「若狭もの」                    「鯖街道」

「城下町」

でっちようかん

栃餅

サバのなれずし

いさざの踊り食い

グジの若狭焼

サバのぬた

浜焼き鯖

若狭ワカメ

へしこ

若狭もの一夜干

若狭地酒

若狭五徳味噌

キーワード

小鯛のささ漬け

鯖寿司

小鯛寿司

特産品・料理

「若狭もの」

「若狭もの」                    「鯖街道」

「若狭もの」

梅干

食材・伝統特産・伝統料理



文化財群のグループと時間軸



人と自然とのたゆまぬ共生人と自然とのたゆまぬ共生

鰣川流域の遺跡群
保存活用区域



御食国若狭の成立
関連文化財群
御食国若狭の成立

御食国若狭の首長墓群
保存活用区域

御食国若狭の製塩遺跡群
保存活用区域



神仏習合の社寺と暮らし

関連文化財群
神仏習合の社寺と暮らし



京へつながる鯖街道

関連文化財群
京へつながる鯖街道



海に開かれた小浜城下町
関連文化財群
海に開かれた小浜城下町



保存活用区域と整備方針

整備レベル 保存活用区域 「歴史まちづくり法」
重点区域 保存・活用整備方針

１ ○ ○
・「歴史まちづくり法」を主体とした重点整
備を行う区域とする。

２ ○ ×
・「歴史まちづくり法」の対象とはしないが、
「保存活用区域」として、関連事業や市町
単独事業での整備推進を図る。

３ × ×
・「保存活用区域」とはしないが、「歴史文
化基本構想」の保存活用方針に沿った個々
の事業展開を行う。



保存活用区域の一覧

関連文化財群 歴史文化保存活用区域 整備レベル

①人と自然とのたゆまぬ共生

常神半島の漁村風景保存活用区域 ２～３

三方五湖の文化的景観保存活用区域 ２～３

鰣(はす)川流域遺跡群保存活用区域 ２～３

②御食国若狭の成立
御食国若狭の首長墓群保存活用区域 １～２

御食国若狭の製塩遺跡群保存活用区域 ２～３

③神仏習合の社寺と暮らし 神仏習合の社寺と暮らし保存活用区域 １～２

④京へつながる鯖街道

鯖街道～遠敷の里～保存活用区域 ２～３

鯖街道～針畑越～保存活用区域 ２～３

鯖街道～熊川宿～保存活用区域 １

鯖街道～港町・起点～保存活用区域 １～２
③④重複区域

⑤海に開かれた小浜城下町 伝統的町並み保存活用区域 １

城下町偉人顕彰保存活用区域 ２～３

祭りと伝統産業保存活用区域 ２～３



文化財保護関連住民団体一覧
市町名 ジャンル 団体名 地域 関係課 関係施設 目的

文化財全般 小浜市文化財保護審議会 市内 文化遺産活用課 小浜市の文化財全般の保存

小浜西組
小浜市伝統的建造物群保存地区
保存審議会

城下町 文化遺産活用課 小浜西組の保存・整備・活用

建造物
小浜市歴史的建造物等復元
構想委員会

市内 文化遺産活用課 歴史的建造物の復元整備・活用

景観等 小浜市都市計画審議会 市内 都市整備課 小浜市の都市計画全般の整備
小浜西組 小浜西組町並み協議会 城下町 文化遺産活用課 小浜西組のまちづくり活動

小浜西組 小浜ウエスト物語2010実行委員会 城下町
生涯学習課
・文化遺産活用課

小浜西組のまちづくり活動

偉人・伝統文化 小浜市の歴史と文化を守る市民の会 市内 文化遺産活用課 小浜市の歴史文化を周知活用
観光 若狭おばま観光協会 市内 観光交流課 小浜市全般の観光事業の集約

鯖街道 鯖街道交流促進会議 鯖街道
小浜市・若狭町
・高島市

食文化館・鯖街道
資料館・宿場館他

鯖街道を活かしたイベント実施

鯖街道 鯖街道歴史研究会 鯖街道 鯖街道ウォーク実施
観光・伝統文化 ボランティアガイド若狭の語り部 市内 観光交流課 小浜市の歴史文化の周知活動
文化 小浜市文化協会 市内 生涯学習課 市民へ文化知識の還元
文化 文芸おばま 市内 生涯学習課 文化関係の市民提案事業の実行

まちづくり 各地区いきいきまちづくり 市内 企画課 公民館 地区を活かしたまちづくり活動

まちづくり ＮＰＯ法人ＷＡＣおばま 市内
ボランティア
・交流センター

市民主体団体への助言事業等

子ども 国分・竜前文化財愛護少年団 国分・竜前 国分寺 子どもによる文化財の保護活動
食 御食国若狭倶楽部 市内 若狭の食や伝統品を周知

偉人顕彰 登美子倶楽部しろゆりの会 市内 山川登美子記念館 歌人・山川登美子の顕彰事業
自然環境 アマモサポーターズ 海 小浜水産高校 アマモを活かした自然環境の浄化

自然環境 若狭森林（もり）の会 森林
森林の再生と森林資源を活かした
活動

文化財管理 寺宝会 市内 国指定文化財所有者団体
伝統文化 小浜市郷土研究会 市内 郷土の歴史・地理・自然の研究
祭礼 明日の放生祭を考える会 城下町 県指定・放生祭の維持継承

食・伝統文化
御食国若狭おばま食文化館
かけはしサポーター

食文化館 食文化館でのイベントのボランティア

食 食育サポーター 食文化館 キッズ・キッチン等のボランティア

食 グループマーメイド 食文化館
キッチンスタジオの調理体験等の
実施

伝統文化 若狭工房 食文化館 小浜の伝統工芸の維持伝承

伝統文化 福井県立若狭歴史民俗資料館友の会
若狭歴史民俗
資料館

歴史文化講座開催の協力等

文化財全般
若狭町文化財保護審議会
(若狭町歴史文化館運営協議会)

町内 歴史文化課 歴史文化館 町内の文化財全般り保存

熊川宿
若狭町伝統的建造物群保存地区
保存審議会

熊川宿 歴史文化課 逸見家、宿場館、番所 熊川宿の保存

縄文 若狭三方縄文博物館運営協議会 三方地域 歴史文化課 縄文博物館 縄文博物館の運営協議
熊川宿 若狭熊川宿まちづくり特別委員会 熊川宿 歴史文化課 逸見家、宿場館、番所 熊川宿の保存とまちづくり

熊川宿 熊川宿町並み保存伝統技術研究会 熊川宿 歴史文化課 逸見家、宿場館、番所
熊川宿の民家の保存継承の
技術研究会

熊川宿 熊川宿いっぷく時代村実行委員会 熊川宿 歴史文化課 逸見家、宿場館、番所
秋の熊川のいっぷく時代村の
実行委員会

熊川宿 熊川区自主防災会 熊川宿 歴史文化課 熊川宿の防災活動
熊川宿・芸能熊川宿伝統芸能保存会 熊川宿 歴史文化課 熊川児童館 熊川の伝統文化の保存継承
熊川宿 鯖街道熊川宿まちづくり協議会 熊川宿 歴史文化課 逸見家・宿場館・番所 熊川の各まちづくり団体の連携と発展
熊川宿 熊川宿おもてなしの会 熊川宿 歴史文化課 逸見家 逸見家での喫茶、宿泊の対応

偉人顕彰
若狭町偉人顕彰会
(佐久間勉艇長遺徳顕彰会
・若狭膳臣顕彰会・松木長操顕彰会)

町内 教育委員会 佐久間記念交流会館 町内の偉人顕彰

伝統文化 若狭町伝統文化保存協会 町内 歴史文化課 町内の伝統文化の保存継承
観光・伝統文化 若狭町の語り部 町内 観光交流課 佐久間記念交流会館 町内の歴史文化の語り部

自然環境 ハスプロジェクト推進協議会
三方五湖周辺
里地里山

縄文環境室
若狭三方縄文博物館
・福井県海浜
自然センター

三方五湖周辺の里地里山保存活用

自然環境 三方五湖浄化推進協議会 三方五湖 三方五湖と流入河川の浄化

三方五湖
三方五湖保全対策協議会
(美浜町・行政を含む)

縄文環境室

三方五湖
若狭町女性の会
(三方五湖保全対策協議会に属す)

町内

三方五湖
社団法人若狭三方五湖観光協会
(三方五湖保全対策協議会に属す)

三方地域 観光交流課 三方駅

三方五湖
鳥浜漁業協同組合
(三方五湖保全対策協議会に属す)

鳥浜 産業課

三方五湖
海山漁業協同組合
(三方五湖保全対策協議会に属す)

海山 産業課

三方五湖
三方五湖農業協同組合
(三方五湖保全対策協議会に属す)

三方五湖 産業課 梅の里会館

縄文 若狭三方縄文博物館友の会 町内・県内外 歴史文化課 縄文博物館 縄文博物館運営のサポート

古墳 歴史文化館サポーター 町内 歴史文化課 歴史文化館
歴史文化館の展示についての
説明・案内

熊川宿 熊川宿公開施設管理組合 熊川 歴史文化課 逸見家・宿場館・番所 三施設の公開管理

若狭町

町諮問委員

施設支援
関係

区分

まちづくり
住民団体
関係小浜市

市諮問委員

施設支援
関係

まちづくり
住民団体
関係

町内団体
関係



ご清聴ありがとうございました

7月16日(土)

明通寺本堂の

修理現場見学会と

桧皮葺体験を予定お待ちして
おります


